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神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
六
七

0
年
、
平
成
二
十
二
年
「
庚
寅
」

の
新
年
を
迎
え
た
。

午
前
零
時
、
新
し
い
年
を
告
げ
る
本
殿
の
大
太
鼓
が
響
き
渡

る
な
か
神
門
が
開
か
れ
た
。

初
詣
の
人
々
の
波
は
瞬
く
間
に
拝
殿
前
に
広
が
り
、
拍
手
の

音
が
響
き
渡
る
。
新
し
き
年
に

祈
る
人
々
の
熱
気
が
境
内
に

満
ち
溢
れ
た
。

大
晦
日
は
今
冬
一
番
の
寒

さ
と
な
る
。
午
後
三
時
か
ら
の

年
越
し
の
大
祓
式
に
は
寒
風

が
肌
を
刺
す
厳
し
い
寒
さ
に

も
拘
わ
ら
ず
、
神
門
前
に
約
三

百
名
の
人
々
が
参
列
し
斎
行

さ
れ
、
引
き
続
き
本
殿
に
て
平

成
二
十
一
年
を
締
め
く
く
る

除
夜
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
午
後

＋
時
、
神
門
を
閉
じ
新
年
を
迎

え
る
準
備
を
整
え
る
。

宗

正
月
参
拝
の
賑
わ

月
十
六
日
、
本
年
最

冒
い
が
再
来
し
た
一

初
の
神
前
結
婚
式
が
斎
行
さ
れ
た
。
こ
の

時
期
に
申
し
込
ま
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
翌

日
も
そ
の
翌
週
も
「
友
引
」
な
ど
六
曜
が
良

＜
斎
行
さ
れ
た
▼
当
大
社
に
は
「
清
明
殿
」

と
い
う
屋
内
の
結
婚
式
場
が
別
棟
に
あ
る

が
、
三
年
前
に
本
殿
（
大
前
）
で
も
挙
式
で

き
る
よ
う
調
度
装
束
を
整
え
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
か
、
現
在
申
し
込
ま
れ
る
挙
式

の
ほ
と
ん
ど
が
本
殿
で
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

大
神
様
に
最
も
近
い
こ
と
、
雅
楽
の
生
演

奏
、
奉
仕
員
数
等
、
現
状
で
斎
行
可
能
な

「
本
物
」
で
あ
る
こ
と
も
人
気
の
要
因
で
あ

ろ
う
▼
我
が
国
の
結
婚
式
が
一
般
に
普
及

し
た
の
は
昭
和
二
十
年
代
、
そ
こ
か
ら
紆

余
曲
折
し
一
旦
減
少
し
て
い
た
神
前
式
が
、

今
日
「
和
婚
」
と
も
呼
ば
れ
増
加
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
不
要
な
も
の
は
徹
底
的
に
淘

汰
さ
れ
る
現
在
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
求
め
る

ハ
ー
ド
ル
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
小
手
先
や

そ
の
場
凌
ぎ
で
は
通
用
し
な
い
。
真
蟄
に
向

き
合
い
、
我
が
国
に
相
応
し
い
本
物
の
「
祈

り
」
と
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
だ
け
で
は
な

い
伝
統
文
化
と
し
て
昇
華
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
は
ず
で
あ
る
▼
年
末
に
は
「
チ
マ

チ
ョ
ゴ
リ
」
を
着
た
在
日
三
世
の
新
婦
さ

ん
が
神
前
式
を
挙
げ
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
い
う
波
を
神
社
で
も
感
じ
た
が
、

日
柄
、
日
和
に
恵
ま
れ
た
そ
の
日
の
清
々

し
さ
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
（
塚
）

2月祭事暦

毎月 1 ・ 15日月茨祭
午前10時～
高宮祭

第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
補安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

3 日

節分祭 午前11 時～
於＝本殿

ri打ち式午前11 時30分～
於＝本殿横特設ステージ

11 日

建 1叫祭 午前11 時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束・授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 冷福岡店：が望唸開。呵ぷ闘農I-l 2-I 0-40 I 

授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sha. or.j p/ 



像A
 
T
 

K
A

い
た
。
一
人
々
を
安
全
に
拝
殿
に
誘
導
し
て

A
 
圃
本
殿
、
祈
願
殿
一
い
た
だ
い
た
。

の
各
守
札
授
与
一
元
旦
、
午
前
九
時
よ
り
国
家
・
皇

M
 

宗
所
、
福
み
く
じ
、
縁
一
室
の
こ
安
泰
、
国
民
の
幸
福
を
祈

-IJ. 
一
日2憫
起
物
授
与
所
に

]
0
元
旦
祭
を
、
翌
二
日
、
新
年
二
日

ノ
ィ
露
は
、
神
職
、
巫
女
、
一
祭
、
三
日
に
は
新
年
三
日
祭
と
宗

引
裡
発
日
日
藍
巫
女
見
習
が
迎
春
」
像
護
国
神
社
祭
を
斎
行
。
平
成
二

月
神
門
前
に
は
、
午
後
十
一
時
頃
準
備
を
整
え
待
機
。
神
酒
授
与
所
十
二
年
の
始
ま
り
を
寿
ぐ
祭
典
は

毎可
ょ
り
、
初
詣
参
拝
者
の
長
い
行
列
に
は
、
地
元
総
代
・
協
力
会
員
に
こ
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
た
。

午叩
が
出
来
、
今
年
は
神
門
前
か
ら
第
奉
仕
い
た
だ
き
、
今
年
も
ノ
ン
ア
正
月
三
箇
日
は
、
冬
型
の
気
圧

便
一
駐
車
場
の
社
務
所
前
ま
で
続
い
・
ル
コ
ー
ル
の
甘
酒
を
用
意
す
る
。
配
置
に
よ
り
大
変
寒
さ
の
厳
し
い

郵種
た
。
心
字
池
に
は
太
鼓
橋
を
渡
る
；
各
駐
車
場
に
は
警
備
員
三
十
名
が
・
日
が
続
い
た
。
特
に
元
旦
は
、
大
晦

三偉
人
々
の
姿
や
、
露
店
の
灯
り
が
映
車
の
誘
導
・
整
理
に
あ
た
る
。
午
前
日
か
ら
の
大
寒
波
で
、
各
地
で
大

号
し
出
さ
れ
、
手
水
舎
の
前
に
は
箇
一
零
時
の
神
門
開
扉
に
は
、
宗
像
市
雪
と
な
り
、
帰
省
客
に
影
響
を
及

8
8
火
が
焚
か
れ
開
門
を
待
つ
多
く
の
｝
消
防
団
、
ふ
く
ろ
う
部
隊
、
宗
像
警
]
ば
し
た
模
様
。
こ
の
寒
波
も
一
日

5
 

第
人
々
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
一
察
署
の
こ
協
力
を
頂
き
、
初
詣
の
[
の
午
後
よ
り
次
第
に
ゆ
る
む
が
ヽ

平成22年2月 1 日月曜日 2 

初
詣
の
人
々
は

凍
え
る
手
と
手

を
こ
す
り
合
わ

せ
な
が
ら
参
道

を
進
ま
れ
て
い

た
。
二
日
は
、

時
々
青
空
が
広

が
る
天
候
と
な

り
、
早
朝
よ
り
参

拝
者
で
大
い
に

賑
わ
う
。
し
か
し

こ
の
天
気
も
午

後
五
時
頃
に
は

急
変
し
雨
と
な

る
。
三
日
は
、
晴

れ
間
広
が
る
清
々
し
い
一
日
と
な

り
早
朝
よ
り
多
く
の
人
出
で
賑
わ

い
、
周
辺
道
路
は
大
渋
滞
と
な
っ

た
模
様
で
あ
る
。

祈
願
祭
は
、
元
旦
の
午
前
零
時
、

本
殿
に
お
い
て
恒
例
の
九
州
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
の
新
年
一
番
祈
願

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
祈
願
殿
で
は
、

新
年
交
通
安
全
の
一
番
祈
願
祭
が

多
く
の
祈
願
者
参
列
の
も
と
斎
行

さ
れ
、
車
と
と
も
に
お
祓
い
を
受

け
た
。
今
年
は
エ
コ
・
カ
ー
の
祈
願

が
多
く
、
昨
年
か
ら
車
祓
い
は
増

加
の
傾
向
に
あ
る
。
仕
事
始
め
の

四
日
は
、
背
広
、
企
業
の
制
服
姿
で

の
参
拝
者
で
境
内
は
賑
い
、
本
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殿
・
儀
式
殿
は
企
業
・
団
体
の
新
年
事
が
出
来
、
本
殿
各
授
与
所
に
ス
大
社
の
境
内
を
よ
く
知
る
方
々
が
．
滞
す
る
。
各
授
与
所
前
は

祈
願
で
混
み
合
う
。
こ
の
日
は
、
ム
ー
ズ
に
人
々
が
誘
導
さ
れ
た
。
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
新
し
い
お
守
り
を
受
け
る

時
々
雪
が
舞
い
午
後
か
ら
は
突
風
「
福
み
く
じ
」
の
授
与
所
で
は
、
「
今
る
。
高
宮
へ
と
す
す
む
途
中
に
恵
人
々
で
賑
わ
っ
た
。
祈
願

が
吹
き
荒
れ
る
大
荒
れ
の
天
候
と
年
最
初
の
運
試
し
」
と
鍛
を
求
め
比
寿
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
こ
殿
は
新
年
交
通
安
全
祈
願

な
る
。

]
0
人
で
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
i
の
お
社
の
裏
に
「
バ
ク
チ
」
の
大
木
]
を
申
し
込
む
人
々
で
混
雑

各
社
頭
は
、
巫
女
・
巫
女
見
習
を
た
。
が
贄
え
て
い
る
が
、
最
近
、
こ
の
し
、
お
祓
い
受
け
る
車
が

中
心
に
参
拝
者
の
応
対
を
す
る
。
i
今
年
も
参
拝
者
の
休
憩
場
所
と
「
バ
ク
チ
」
の
勝
連
の
こ
利
益
に
あ
~
つ
づ
い
た
。
又
連
休
は
新

今
年
は
本
殿
の
東
授
与
所
の
軒
下
し
て
、
特
別
に
勅
使
館
を
開
放
し
や
か
ろ
う
と
、
恵
比
寿
神
社
に
お
成
人
の
若
人
達
の
参
拝
で

に
、
「
神
札
•
お
守
り
」
の
案
内
展
示
「
茶
房
」
と
し
て
抹
茶
、
甘
酒
、
コl
]

参
り
す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
賑
わ
い
、
境
内
の
あ
ち
こ

ケ
ー
ス
を
新
た
に
掲
げ
た
た
め
、
・
ヒ
ー
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
用
意
す
．
る
様
に
な
っ
た
。
十
日
、
こ
の
恵
比
ち
で
記
念
写
真
を
撮
る
晴

混
雑
す
る
西
授
与
所
の
緩
和
す
る
る
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
冷
え
た
体
寿
神
社
で
宗
像
市
商
工
会
神
湊
・
れ
着
姿
の
新
成
人
が
見
受

庇
が
温
ま
り
大
変
好
．
田
島
地
区
の
関
係
者
多
数
参
列
の
~
け
ら
れ
た
。
九
日
に
は
ヤ

i
評
で
あ
っ
た
。
も
と
十
日
え
び
す
祭
が
執
り
行
わ
[
マ
ザ
キ
製
バ
ン
閲
福
岡
工

宗
像
大
神
御
降
一
れ
た
。
一
場
社
員
の
成
人
祭
が
当
社

臨
の
場
所
で
あ
る
一
十
日
、
十
一
日
の
連
休
に
は
、
大
i
祈
願
殿
で
目
出
度
く
行
わ

高
宮
祭
場
に
は
、
今
型
バ
ス
で
の
初
詣
参
拝
団
も
多
く
：
れ
た
。
．
れ
’

年
も
家
族
連
れ
の
]
境
内
は
大
い
に
賑
わ
う
。
十
日
は
‘
]
正
月
三
箇
日
の
宗
像

参
拝
者
が
ぴ
っ
き
午
前
十
時
頃
よ
り
各
駐
車
場
は
満
一
大
社
の
初
詣
参
拝
者
は

り
な
し
に
訪
れ
て
二
車
状
態
と
な
り
、
周
辺
道
路
は
渋
．
六
十
五
万
人
を
数
え
た
。

い
た
。
高
宮
の
授
与
ie
r
I
t

,
l

所
に
は
正
月
用
に
i
'
~
愚

特
別
に
お
守
り
が
[

用
意
さ
れ
た
が
、
予
―

定
を
上
回
る
体
数
~

が
授
与
さ
れ
た
。
近
[

年
は
辺
津
宮
本
殿
~

の
参
拝
に
続
き
、
沖
i

津
宮
を
祀
る
「
第
二
[

宮
」
、
中
津
宮
を
祀

る
「
第
三
宮
」
、
そ
し
一

て
高
宮
へ
と
、
宗
像

例年よ
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有高
献米奉告祭氏子奉幣使

芳治（宗像市曲）

甫
曲
）
が
、
氏
子
会
を
代
表
し
奉
幣

米
奉
告
使
と
し
て
御
奉
仕
さ
れ
た
。
前
日

一
か
ら
当
大
社
に
斎
泊
精
進
潔
斎
の

一
上
、
斎
服
を
着
装
し
て
祭
典
に
臨

新
春
の
一
月
十
三
日
午
前
十
一
i
献
上
し
、
昨
年
秋
の
収
穫
を
神
恩
―
ま
れ
、
着
慣
れ
な
い
白
衣
白
袴
．
冠

時
よ
り
献
米
奉
告
祭
が
、
引
き
続
i
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
年
の
五
i
等
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
無
事
に
氏

き
鏡
開
き
が
行
れ
た
0

!
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
る
神
事
]
f
奉
幣
詞
を
宗
像
大
神
の
御
前
で

こ
の
神
事
は
、
氏
子
の
皆
様
か
一
で
あ
る
。
一
奏
上
、
大
役
を
見
事
に
果
さ
れ
た
。

ら
寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
御
神
前
に
]
当
日
、
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
一
そ
の
後
、
清
明
殿
を
会
場
に
「
鏡

と
な
り
、
寒
風
吹
f
岡
き
」
が
行
わ
れ
、
直
会
と
し
て
皆

き
荒
び
、
時
折
雪
で
雑
煮
．
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
、
新
し

の
舞
う
中
に
も
か
い
一
年
を
清
々
し
く
過
こ
す
こ
と

｀
わ
ら
ず
、
安
部
が
で
き
る
と
和
や
か
に
当
大
社
を

生
氏
子
会
長
以
後
に
し
た
。

宗
像
・
福
津
両
一
尚
、
こ
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米

内
の
氏
子
総
代
―
は
、
日
々
の
日
供
祭
を
は
じ
め
諸

数
が
参
列
し
厳
」
祭
典
の
神
餓
と
し
て
お
供
え
し
、

に
執
り
行
わ
れ
こ
首
様
方
の
安
全
と
繁
栄
を
御
祈
念

一
致
し
て
お
り
ま
す
事
を
御
報
告
致

祭
典
で
は
有
一
し
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

芳
治
氏
（
宗
像
一
す
。

]
こ
の
度
新
調
奉
納
の
声
が
あ
が
り
平

]
成
二
十
二
年
の
正
月
に
閻
に
合
う
様

．
に
事
が
運
ば
れ
た
。

当
日
は
、
総
代
の
皆
様
が
御
参
列

一
滞
り
無
く
祭
典
を
終
え
、
大
社
五
月

．
寮
に
て
直
会
が
催
さ
れ
た
。
直
会
で

・
は
総
代
の
皆
様
と
宮
司
を
始
め
大
社

：
神
職
と
の
懇
親
も
深
め
ら
れ
、
無
事

：
大
織
を
奉
納
出
来
た
安
堵
と
喜
び
に

~
話
も
弾
ん
だ
。

後
日
の
十
二
月
二
十
九
日
に
は
、

新
年
に
向
け
た
総
代
奉
仕
が
あ
り
、

]
そ
の
際
に
始
め
て
新
調
さ
れ
た
大
織

．
が
境
内
に
翻
り
一
同
感
激
も
び
と
し

.
i
お
で
あ
っ
た
。

昨
年
十
二
月
十
五
日
、
田
島
地
区
．
こ
こ
に
、
田
島
地
区
地
元
総
代
の

地
元
総
代
に
よ
る
大
織
の
新
調
御
奉
．
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る

納
が
あ
り
、
午
前
十
一
時
斎
行
の
総
と
共
に
益
々
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を

社
月
次
祭
に
引
き
続
き
そ
の
奉
納
奉
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

辺
津
宮
第
二
鳥
居
前
の
大
織
は
、
・
軍
[
』

I芦
―
『F·

告
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。]

冒□[
]
-
]
ニ

門
叩
ぃ
]
□り
補
間
ぃ
日
「
吉
村
勝
美

る
も
、
現
職
総
代
の
方
々
よ
り
t
中
村
廣
中
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u
`
t
覧
緩
]
`
`
B
i
p

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時
よ
：
し
い
気
持
ち
で
迎
え
よ
う
と
い
う
一
走
の
大
祓
式
」
と
呼
ん
で
い
る
。

り
、
神
門
前
で
年
越
し
の
大
祓
神
多
く
の
参
拝
者
が
詰
め
か
け
た
。
定
刻
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
が

事
が
、
続
い
て
本
殿
で
除
夜
祭
が
ー
大
祓
式
は
七
月
三
十
一
日
と
こ
i
竿
っ
た
神
門
前
に
参
拝
者
が
続
々

斎
行
さ
れ
た
。
一
の
十
二
月
三
十
一
日
の
年
二
回
行
i
と
詰
め
掛
け
、
高
向
宮
司
以
下
奉

寒
波
が
襲
来
し
こ
の
冬
一
番
の
一
わ
れ
て
い
る
が
、
七
月
を
災
難
消
：
仕
神
職
が
参
進
、
ま
ず
渡
邊
禰
宜

寒
さ
と
な
り
、
突
風
小
雪
の
降
る
一
除
、
農
作
物
の
豊
作
を
祈
る
「
夏
越
一
が
大
祓
詞
を
奏
上
、
続
い
て
参
列

天
候
で
あ
っ
た
が
、
新
年
を
清
々
]
の
大
祓
式
」
、
一
年
の
罪
・
機
を
祓
者
各
人
に
配
ら
れ
た
「
切
麻
」
で
祓

『
口
]
]
]
『

6

f
、□
年
配
の
方
ま
で
皆
寒
さ
に
震
え
て

ク
、
一
は
い
た
も
の
の
、
神
事
を
終
え
る

．
｀
i
と
清
々
し
い
表
情
が
溢
れ
て
い

i

t

 i
引
き
続
き
、
本
殿
で
除
夜
祭
が

9
,
1
,
1
i
ー
し
i
執
り
行
わ
れ
、
今
年
一
年
戴
い
た

一
宗
像
大
神
様
の
御
加
護
に
感
謝

一
し
、
皇
室
•
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の

]
恒
久
平
和
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様

／
方
の
こ
健
勝
を
祈
念
し
、
平
成
二

／
：
十
一
年
の
諸
祭
儀
は
全
て
滞
り
無

一
く
終
了
し
た
。

＿
そ
の
後
、
神
門
は
一
旦
閉
じ
ら

―
れ
、
平
成
二
十
二
年
元
日
午
前
零

]
時
に
再
び
開
門
、
多
く
の
初
詣
参

一
拝
者
を
お
迎
え
し
た
。

ーー

竺゚
[

·• 
... o

横
豆

、
殿
殿
旧
‘

で
本
本
町

の

l
-
―
―
て

す
於
於
に

ま
殿
し
願

祈

致1
T→
様

ー
～
同

斎
。
分
年

を
い
〇
昨

祭
さ
～

3

は

分
下
時
時
際
1
1

の

節
列
ー
1

天

で
参
前
前
雨

程
こ
午
午
又

ヵ

日
て
す

記
っ
加
式
で

昌
晶
悶
3
 

年
様
月
節
豆
例

本
皆

2

◎
◎
※
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つ中の
人津寒朝
々宮さか度贄→臀

｀｀扱烹農由り 島
な目靡ぷ ッ

日 9：申
故門き時津,)
ロ揺奉眉 だ
邑岱 9 隠呂
一子員内
すをのに：（2
百ぜ胃貸心パ
帰めにの;iE姜1
島正よ音》9,

響号雪た大~_ー・ 汀公砧犀よば晶輩慧1
·•••·•·············•··•·••···••••·······•······••··••·••··•··•··•··••••··•··•·•······•••••·•·••·•···•·····••·••·••••··•··•··••·•·····••·•······••·•••••···••·••·••••···••···········•••·••••••••••··•·•••••·····••••••••••••••••••••••··••••··•···••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

成者恵 祈の安れ元続主初晴気 振た団宮 わか店き福け拝破 :,9え食隧
人をま二念幸泰‘日き祭日れも心るー奉地境つろのたみら者属虐々5P:9 は：且；，ゞ孟塁：閾畜岱悶胃詈’ □ 闘靡塁な；・冨犀［農猛羞心ヽ虞
午と島天t-;,神民皇斎七門る塁方れ仇リ了沖は す賛は←恒えの 祈人
前し出候 前国室行時引中きにた：鍋を栄盆 f喜J 5 閂神信社り々
十た身に に民のさにき地、は天 ぜ使水の 々け人長--,門物頭がが

l ir[ ！し1-一誓；喜胃夏揺贔信盟誓喜：、りり
拝作巻＿ い運大列宮廊けお
者ら網靡 にを島が新にる守農塁
にれ船、 賑授支で春設参り。、

·····················································••····························································································· 

沖の始 賑久島晴歳をでで恩名時
巾大祭三わしに厄凹‘咲頁暮師のよ
両漁並日いぶそ年＋かi扉ら保若り
宮祈びにをりれのーせをと護者行
奉願晶見含腐よ儡歳芯交ぃ者がな
夏累冒門tミ言悶,~だ、慮、倉g悶［
翼斎協一 境生、斎四まいも閲な本
賛行大時 内か，ー歳た出多 年
会さ島よ は集gの三話ぃ由 9 は
並れ支り 終まれ厄十によ島 十
び、所元 日り、除三花う外だ三
•·•··••·•••••••···••••••••••·••••••••••••••••·····•••••••••••••••••••••••••••••••·••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ま者たた津以 たれ年組所さのに
すの島ー：宮外今°‘の合にれ海派
゜皆内砿のは年 呵挨山皆t~ ~業

門撃力、翡贋災 犀唇目 9 悶茎悶
厚のこ、は天島 のよ組り、終文者
贔，岱贋召唇骨 豊り合宗了漁参
晶喜畠に恵は 塁塁唇塁 {9 冒喜
しにり賑ま天 祈がょ業しま、が元
上崇まわれ晦 念行る協社祈今
げ敬しつ中日 しわ新同務願年
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たれ幼でを掴棒ろはイオ
こが虫魚つみやう捕トニト
と卜‘取けし竹°つトヤンもン羹：りてたに霊てンンボ
急虐が字烹り土塁烹嬰て碕
゜な；るだオっ卜左ど：包
虐にと、り、下芯ン醤デカア
聞入卜小ンるホの供ラカ
き ン川マの 方の

- 農: : 稲悶: : : : : : : : フとに あ親であリる水県ては銅彦れ作 が゜ー殺ればこ‘
場巻：は力つしあり・ 。辺新い卜鐸なる入 ぃ卜としにいろ
の比霰ィt：をそま、つ、卜の庄るンがとつ っン母た乗との
裏鷹間旦 省弥さポ氣翡塵＄悶閾釘： ば悶忍｀りつんア
はるに、 近生にン．がのが絵す鐘て い少聞上ご言忍
玄。漂ポ かぶ水ガカ描銅ぁがる状水 つ年いららるン
界古う l な 田ェニカ‘鐸る鋳。を田 ま時た罰つがボ
灘賀ニル も畏のル・れに。出そし稲 つ代こがし-,は
、コ枚の の点風等イては滋さのた作 てのとあゃ仏、
新ル貝上 で、景がモい、賀れ表祭が い思もたる様空
ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • --• ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • -----------ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ------

た泥時イれとが のと形ノの＾イチ貝息ま ラむ突約宮
の地花、：たこ行昭異味はコ干 ‘ヨ掘しだ浜ソけ端九·
かと鶴；がろわ和名が小ガ満旦コウりてーのルて部キ磯
もな川夕‘でれ四がよさィ時がタセ具い板貝の交とら 9
悶：羹字；心‘腐［羹ふぶ蔽届ょ名久畠：旱ぶ含厄闊閲ら、
なアき等リなに年 て、ス、摩祭てイマっの巻つどっのの福
ぃサくがや貝近ヽ ‘グて大貝き呼ら浜浜津`差：芝：否出翌 ｣ t0 笛多棗：芸筈鍔姦竺［空盃云盗のつ、当ガさの査 イる。ミ潮イガ、、生が パにのは

-------------------ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ----------

いがよに夕でと つと内どら内さもての いの郷海
゜変り似マ足いハたを産に輸産くの美頃ア゜泥川岸
色もたガをうマも絶と一入が堅だ味がサ 地川で
す平貝イ使゜グのたす時し滅いろだーリ ぐ口は
るたがとっ盆リでなる備て少のうが番は らのア

魯〇¼~ii負［皇閾喜門嘉は［5 :腐：ゞ芸 [‘儡り
りと。る でん はがて海国。が産入祭 ヵ、と、畠
う殻ハハ掘はど 困あ国なか国小のつり 見津津
まのママ急海外 ら屋市
く表ググ、の国 れ崎の
な面リリコ中産 な渡西

ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ------ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

きと立をつ卜風と 薔くが
よ深歴見たで景な 一漂荒貝
う＜史な°記とっ鹿部山・ ロ 彫着れ殻
゜の資がで憶歴てがもにメ 実声がが詠名刻し腐は
：闊ら：茎且ょでのとンし感で咲終鳥をのてに集
をを鹿ばどー きでっ卜しさ春くゎと春烏ぃ
知訪部駅める；てあてはぶせがとるい鳥はそ塁旦
ぎ忠嬰喜を竺ヵ：雙；芸冒喜了震多； ：春多ウやヵ5
とと古案とユつのが近のモれこィ梅閾腐；グ責店
がも賀内にメても団か人二召とスの。、、イが、
でつ市板なンのの地な達ユ をの花冬歌別ス多海

（続）

ゞ
·
·
一
、

彎
ー
·

' 

242 

い
し
い
た
だ
し
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宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

小
石
と
も
見
え
し
が
動
き
て
あ
ら
鴨
だ
あ
そ
こ
に
も
い
る
浅
き
流
れ
に

n
夏
鱈
霜
い
吹
｀
汀
冒
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
い

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

ま
っ
さ
を
な
空
に
象
嵌
成
せ
る
こ
と
い
ち
ゃ
う
巨
木
の
黄
葉
ま
ば
ゆ
き

一
□
疇
戸
只
」
贄
麟
げ
贔
紅
o
t
b
る
。
象
嵌
を
受
け
て

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

水
仙
の
白
い
き
お
え
る
絵
手
紙
に
つ
つ
が
な
き
友
の
面
輪
た
ち
く
る

口
屹
謬
謬
汀
鱈
霜
の
度
合
い
が
判
る
程
に
親
し
い
友

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

菊
花
展
を
は
れ
り
柱
を
巻
き
て
ゐ
し
紅
白
の
布
を
ひ
と
は
解
き
つ
づ
く

菊
花
展
の
余
韻
ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
作
者
、
た
だ
「
柱
を
」
と
す

一
覧
謬
汀
賢
筐
鱈
t
し
只
言
冒
の
布

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

海
老
色
の
し
ゅ
ろ
の
繊
維
で
柿
を
吊
る
玄
海
灘
の
潮
風
受
け
て

国
労
働
賛
歌
の
一
首
、
海
老
色
が
印
象
的
で
お
手
柄
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子

び
そ
や
か
な
贅
沢
な
ら
む
一
粒
の
真
珠
を
手
組
み
の
帽
子
に
つ
け
た
り

面
白
い
素
材
、
た
だ
真
珠
を
つ
け
た
の
が
本
人
な
ら
二
句
は

口
「
贅
沢
と
し
も
」
、
他
人
な
ら
結
句
は
「
つ
け
を
り
」
で
あ
る
。

、

,
1
~' 

n
八

1
一
回

一
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

は
が
く
し
の
渋
皮
む
き
て
五
十
個
ほ
ど
紐
に
結
は
へ
て
寒
に
晒
せ
り

口
這
口
讀
い
賃
ま
を
思
い
な
が
ら
の
楽
し
い
手
作
業
の
ひ
と

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

空
港
の
食
堂
に
い
て
聞
く
言
菓
右
席
ハ
ン
グ
ル
左
は
土
佐
弁

ロ
”
”
汀
麗
口
：
い
こ
＞
い
只
長
ニ
口
。
で
あ
り
、
平
和
て
の

ーぎ
てい格象宗
息喜且，r 冒
いでまて

釣で流
川たる田
を端る
除正釣野
いな川
てーに
鴨買鴨
の下い

冒［甲
危翌並子
っハび
ータて
度ン泳
開化ぐ

竺

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

苔
ま
と
ふ
石
の
神
牛
撫
で
な
が
ら
思
び
出
し
を
り
牛
飼
ひ
し
頃

田
「
牛
飼
ぴ
し
頃
」
で
一
首
に
生
気
が
出
て
い
る
。
巧
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

神
奈
備
の
三
輪
山
仰
ぎ
拝
殿
に
ぬ
か
づ
き
い
れ
ば
と
ど
ろ
く
太
鼓

田
太
鼓
の
音
に
身
も
心
も
清
め
ら
れ
た
作
者
で
あ
る
。

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

裏
耶
馬
深
紅
業
に
そ
ま
る
山
す
そ
の
家
見
え
か
く
れ
絵
の
妍
く
し
て

ロ
已
汀
算
疇□口
汀
ご
』
』
J
o
と
か
、
名
高
い
耶
馬
渓

艶
g

い
ぽ

腕
の
痣
目
の
上
の
税
失
せ
に
け
り
身
の
哀
へ
の
証
し
の
こ
と
く

寒
灯
F
食
事
の
あ
と
の
皿
洗
ふ
己
の
の
し
り
己
を
褒
め
て

目
眩
び
し
て
ベ
ッ
ト
に
を
れ
ば
軒
端
に
舌
打
つ
こ
と
く
嗚
＜
寒
雀

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

神
木
も
杖
つ
く
齢
冬
の
賜

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

コ
ー
ラ
ス
の
青
春
歌
謡
秋
惜
し
む

第
四
楽
章
堪
へ
き
れ
ず
の
咳
こ
ぼ
す

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

掃
き
終
へ
し
庭
よ
り
暮
る
る
冬
至
か
な

御
座
船
に
波
立
ち
上
る
浦
祭

司
馬
遼
太
郎

」
氏
が
十
年
間

取
材
し
、
二
千
万
部
を
売
り
上
げ
た

国
民
的
文
学
と
も
い
う
べ
き
「
坂
の

上
の
雲
」
が
年
末
つ
い
に
始
ま
り
ま

し
た
。
よ
う
や
く
映
像
化
が
許
さ
れ
、

全
十
三
回
、
三
年
に
亘
り
放
送
さ
れ

る
よ
う
で
す
▼
武
士
の
時
代
を
経

て
、
国
民
一
人
＿
人
が
国
の
近
代
化

に
取
り
組
み
、
存
亡
を
か
け
て
戦
っ

た
日
露
戦
争
、
そ
の
激
変
に
比
べ
れ

ば
今
の
日
本
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時

代
へ
の
対
応
と
い
う
の
は
か
わ
い
い

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
グ
ロ
ー
パ

ル
化
の
波
に
洗
わ
れ
な
が
ら
国
家
や

民
族
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
混
迷
を
深

め
て
い
る
現
代
、
政
権
交
代
し
た
と

は
い
え
国
民
＿
人
一
人
が
真
剣
に
向

き
合
っ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ

こ
に
疑
問
を
抱
か
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
。
明
治
と
い
う
時
代
に
は
、
現
代

の
日
本
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
姿
が

あ
る
よ
う
に
思
ス
ま
し
た
▼
と
言
い

な
が
ら
、
未
だ
読
破
で
き
て
は
お
り

ま
せ
ん
。
「
沖
ノ
島
」
も
登
場
す
る
よ

う
で
す
の
で
、
次
の
沖
ノ
島
勤
務
に

持
参
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
（
塚
）

ゾ
七
回
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